
第２９回土師ダム桜守プロジェクトが１２月６日に開催されました。

コロナ禍のなか開催日の１週間前に広島県の感染レベルが「ステージ２」※１に

引き上げられたこともあり、桜守プロジェクトの開催が危ぶまれましたが、役員

会で議論を重ねた結果、感染防止策を徹底した上での規模縮小の開催としました。

開催直前で大幅な段取り替えとなり、スタッフの方は前日までおおわらわで準備

に追われました。

※１ 政府の新型コロナウイルス感染症対策分科会が示す感染状況４段階で、
「ステージ２」は感染漸増を示す。

受付・開会式

新型コロナウィルス感染症拡大防止対策として下記を実施しました。
＜受付＞
・来場者の検温 ・マスクと軍手を着用しての名簿記入 ・使用した筆記用具の消毒

＜開会式＞
・時間短縮したものとし、１５回参加者表彰や集合写真撮影の省略
・３密防止として２ｍ以上のセルフディスタンスを確保

土師ダム水源地域ビジョン 第２９回桜守プロジェクト

感染防止対策をしての受付

セルフディスタンスを確保しながらの時短開会式



■お問い合わせ先■
国土交通省 中国地方整備局 土師ダム管理所 管理係（サポート組織）

〒731-0301広島県安芸高田市八千代町土師３６９－２４
ＴＥＬ：（０８２６）５２－２４５５ ＦＡＸ：（０８２６）５２－２４５７

お待ち

しており

ます!

土師ダム桜守プロジェクト事務局

〒731-0301 広島県安芸高田市八千代町土師７０９ はじ丸館内
tel ０８２６－５２－２８１１ fax ０８２６－５２－２７５５

安芸高田市役所 管理課（サポート組織）

〒731-0501 広島県安芸高田市吉田町吉田２６９番地４
tel ０８２６－４７－１２０１ fax ０８２６－４７－１２０６

桜守プロジェクト 問い合わせ先

作業 規模縮小して行われた作業内容は、草刈班とゴミ拾い班の２班のみとし、施肥・植菌・
剪定などの作業はお休みとしました。

＜草刈班＞
今年３月の桜守プロジェクトが新型コロナウィルスの影響で中止となったことにより、生命力の強い
フウが繁茂していました。このまま、フウが蔓延ると桜の育成に悪影響を与えるため、なんとかして
フウだけは切っておきたいところでした。
そのため、今回の桜守プロジェクトの最重要課題はフウの一掃でした。
今回は草刈機を持参できる人を中心とした募集をしたため、多くの方に草刈機を持参していただきま
した。皆様の一生懸命な作業のおかげで、繁茂していたフウを一掃することができました。

草刈作業を中心とした規模縮小の開催としたにも関わらず、
約５０名の方に参加いただきました。

＜ゴミ拾い班＞
作業前は漂着ゴミ等がダム湖面際に多く見受けられたため、草刈作業以外の方にはゴミ拾いの作業を
お願いしました。皆様の熱心でひたむきな作業のおかげで、ダム湖周辺はもとのきれいな姿に戻りま
した。
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